
 

 

Ⅳ 岡山大学大学院教育学研究科規程 

 

                             平成１６年４月１日 

                             岡大院教規程第１号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号）及び

岡山大学大学院学則（平成１６年岡大学則第３号）に基づき，岡山大学大学院教育学研

究科（以下「研究科」という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 （研究科の目的） 

第２条 研究科の専門職学位課程は，学校教育に関する理論と実践を教授研究し，教育現

場の課題について，理論との架橋・往還・融合を通して高度にマネジメントし遂行でき

る総合的・実践的な力量（高度教育実践力）を備えた高度専門職業人としての教員を養

成することを目的とする。 

２ 研究科の修士課程は，教育に関する様々な事象を教育科学として開拓的に広く捉え，

そこに見出される課題を実証的・体系的に教授研究し，教育科学の発展に資するととも

に，豊かな学識と高度な課題解決能力を備えた人材を養成することを目的とする。 

 （自己評価等） 

第３条 研究科は，研究科に係る点検及び評価（以下「自己評価」という。）を行い，そ

の結果を公表する。 

２ 前項の自己評価については，岡山大学（以下「本学」という。）の教職員以外の者に

よる検証を受けるよう努めるものとする。 

 （教育研究等の状況の公表） 

第４条 研究科は，教育研究及び組織運営の状況等について，定期的に公表する。 

 （研究科長） 

第４条の２ 研究科に，研究科長を置く。 

２ 研究科長は，研究科に関する事項を総括する。 

３ 研究科長の選考に関し必要な事項は，別に定める。 

（副研究科長） 

第４条の３ 研究科に，副研究科長を置く。 

２ 副研究科長に関し，必要な事項は別に定める。 

 （教授会） 

第４条の４ 研究科に，岡山大学大学院教育学研究科教授会（以下「教授会」という。）

を置く。 

２ 教授会に関し，必要な事項は，別に定める。 

 （専攻長及び副専攻長） 

第４条の５ 各専攻に，専攻長及び副専攻長を置く。 

２ 専攻長及び副専攻長に関し，必要な事項は別に定める。 

（附属施設）  

第４条の６ 研究科に，次の各号に掲げる附属施設を置く。 

一 実践データサイエンスセンター 

二 ESD 協働推進センター 

 三 国際創造性・STEAM 教育開発センター 

２ 前項各号に定めるセンターに関し，必要な事項は別に定める。 

第５条 削除 
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 （専攻） 

第６条 研究科の専門職学位課程に教職実践専攻を置く。 

２ 研究科の修士課程に教育科学専攻を置く。 

第６条の２ 削除 

 （学期） 

第６条の３ 研究科の１学年における授業期間を４学期に分ける。  

 （授業科目及び研究指導） 

第７条 研究科の授業科目及びその単位数は別表１に掲げるとおりとする。ただし，別表

１に掲げる授業科目のほか，教授会の議を経て特別に授業科目を開設することがある。 

２ 研究科における学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）につい

ては，別に定めるところによる。 

 （指導教員） 

第８条 研究科の専門職学位課程は，授業科目の履修の指導を行うため，各学生ごとに指

導教員を定める。 

２ 研究科の修士課程は，授業科目の履修の指導及び研究指導を行うため，各学生ごとに

指導教員を定める。 

３ 指導教員は，研究科担当の専任の教授とする。ただし，必要があるときは，教授会が

認めた研究科担当の専任の准教授とすることができる。 

 （教育方法） 

第９条 研究科の専門職学位課程における教育は，授業科目の授業によって行うものとす

る。 

２ 研究科の修士課程における教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行うものと

する。 

 （教育方法の特例） 

第１０条 研究科において教育上特別の必要があると認めるときは，夜間その他特定の時

間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことがで

きる。 

２ 前項の取扱いに関し必要な事項については，別に定める。 

 （授業の方法） 

第１０条の２ 授業は講義，演習，実験又は実習のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 研究科の専門職学位課程においては，前項のほか事例研究，現地調査，双方向又は多

方向に行われる討論又は質疑応答その他の適当な方法により授業を行うものとする。 

 （履修方法） 

第１１条 研究科の専門職学位課程の学生は，別表１に掲げる授業科目のうちから指導教

員の指示を受けて，別表２に定める単位数を履修しなければならない。 

２ 研究科の修士課程の学生は，別表１に掲げる授業科目のうちから指導教員の指示を受

けて，別表２(2)－１に定める単位数を履修し，かつ，研究指導を受けなければならな

い。 

３ 前項の規定にかかわらず，大学院設置基準第１４条を適用する学生は，教授会の協議

を経て，別表２(2)－２に定める単位数を履修することができる。 

４ 学生は，履修しようとする授業科目について，指定した期限内に所定の手続きにより

研究科長に届け出なければならない。 

５ 前項の期限内に所定の手続きを完了しない者は，履修を認めない。ただし，特別の事

情がある場合に限り，履修を認めることがある。 
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６ 学生は，指導教員の承認を得て，本学大学院の他の研究科の授業科目を履修すること

ができる。 

 （他の大学の大学院における授業科目の履修） 

第１１条の２ 他の大学（外国の大学を含む。）の大学院の授業科目を履修しようとする

ときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願い出なければならない。 

２ 前項の規定により学生が修得した単位は，１５単位を限度として，課程修了の要件と

なる単位として認めることができる。 

３  前項の規定にかかわらず，第１項の規定により研究科の専門職学位課程の学生が修得

した単位は，２３単位を限度として，課程修了の要件となる単位として認めることがで

きる。 

 （他大学の大学院等の研究指導） 

第１１条の３  研究科において教育研究上有益と認めるときは，修士課程の学生が他大学

の大学院又は研究所等において必要な研究指導を受けることを当該大学又は研究所等と

の協議に基づき認めることができる。ただし，当該研究指導を受ける期間は，１年を超

えないものとする。 

２ 前項の規定により学生が受けた研究指導は，課程修了の要件となる必要な研究指導と

みなすことができる。 

 （長期にわたる教育課程の履修） 

第１２条 学生が，職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，

研究科長は，教授会の議を経て，長期履修学生としてその計画的な履修（以下「長期履

修」という。）を認めることがある。 

２ 長期履修の取扱いに関し，必要な事項は，別に定める。 

 （単位の計算方法） 

第１３条 授業科目の単位の計算方法については，次の基準によるものとする。 

 一 講義については，１５時間の授業をもって１単位とする。 

 二 演習については，１５時間又は３０時間の授業をもって１単位とする。 

 三 実験及び実習については，３０時間又は４５時間の授業をもって１単位とする。 

 （単位修得の認定） 

第１４条 各授業科目の単位の認定は，試験，研究報告又は平素の成績等により，担当教

員が行うものとする。 

２ 本学大学院の他の研究科又は他大学の大学院で修得した単位の認定は，当該大学院等

の発行した単位修得証明書により教授会において行うものとする。 

（連携協定に基づく教員研修等における学修） 

第１４条の２ 研究科の専門職学位課程においては，独立行政法人教職員支援機構若しく

は教育委員会との連携協定又は外国の大学等との大学間交流協定若しくは部局間交流協

定によって実施され，研究科が当該課程の教育水準を有すると認める教員研修等におけ

る学修を，当該課程における授業科目の履修とみなし，単位を授与することができる。 

２ 前項の規定により授与することができる単位数は，第１１条の２第３項の規定により

修得したものとみなす単位数と合わせて２３単位を超えないものとする。 

 （入学前の既修得単位） 

第１５条 研究科において教育研究上有益と認めるときは，学生が大学院に入学する前に

本学若しくは他の大学の大学院又は外国の大学院（外国の大学院が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修した場合及び外国の大学院の教育課程を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣
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が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修した場合を

含む。）において履修した授業科目について修得した単位（大学院設置基準（昭和４９

年文部省令第２８号）第１５条により準用する大学設置基準（昭和３１年文部省令第２

８号）第３１条第１項に定める科目等履修生として修得した単位を含む。）を，転学等

の場合を除き，１５単位を限度として課程修了の要件となる単位とみなすことができる。 

２ 前項の規定によりみなすことのできる単位数は，第１１条の２第２項により修得した

ものとみなす単位数と合わせて２０単位を超えないものとする。 

３ 研究科の専門職学位課程においては，学生が当該課程に入学する前に行った前条第１

項に規定する学修を，当該課程における授業科目の履修とみなし，単位を授与すること

ができる。 

４ 第１項の規定にかかわらず，研究科の専門職学位課程においては，第１項及び第３項

の規定により，修得したものとみなし，又は授与することのできる単位数は，第１１条

の２第３項及び第１４条の２第２項により修得したものとみなし，又は授与することの

できる単位数と合わせて２３単位を超えないものとする。 

 （追試験） 

第１６条 病気その他やむを得ない事情により，正規の試験を受けることができなかった

者については追試験を行うことができる。 

 （成績評価基準の明示等） 

第１７条 研究科の専門職学位課程は，学生に対して，授業の方法及び内容並びに１年間

の授業の計画をあらかじめ明示する。 

２ 研究科の専門職学位課程は，学修の成果に係る評価及び修了の認定に当たっては，客

観性及び厳格性を確保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，

当該基準にしたがって適切に行う。 

第１７条の２ 研究科の修士課程は，学生に対して，授業及び研究指導の方法及び内容並

びに１年間の授業及び研究指導の計画をあらかじめ明示する。 

２ 研究科の修士課程は，学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっ

ては，客観性及び厳格性を確保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示する

とともに，当該基準にしたがって適切に行う。 

 （指導教員の変更） 

第１８条 指導教員の変更は認めない。ただし，特別の事情がある者に限り，教授会の議

を経て許可することがある。 

 （修了要件） 

第１８条の２ 教職実践専攻の修了要件は，２年以上在学し，４６単位以上を修得するこ

ととする。ただし，在学期間に関しては，主として実務の経験を有する者で，教育上の

必要があると認められるときは，１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 研究科において教育上有益と認めるときは，教職実践専攻において，研究科に入学す

る前の幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校及び特別支援

学校の教員としての実務の経験を有する者について１０単位を超えない範囲で，別表２

の学校における実習科目により修得する単位の全部又は一部を免除することができる。

ただし，免除することができる単位数は，第１１条の２第３項，第１４条の２第２項及

び第１５条第５項の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて２３単位を超え

ないものとする。 

３ 教育科学専攻の修了要件は，２年以上在学し，３４単位以上を修得し，かつ，必要な

研究指導を受けた上，研究科の行う学位論文の審査及び最終試験に合格することとする。 

４ 第１５条第１項の規定により，教育科学専攻の修了要件となる単位を修得したと認め
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るときは，その単位（入学資格を有した後，修得したものに限る。）数，修得に要した

期間その他を勘案して，１年を超えない範囲で研究科が定める期間，在学したものとみ

なすことができる。ただし，当該専攻には１年以上在学するものとする。 

 （学位論文の提出） 

第１９条 学位論文を提出しようとする者は，１年以上在学し，１５単位以上を修得して

いなければならない。 

 （学位論文及び最終試験） 

第２０条 最終試験は，第１１条第２項若しくは第３項に定めた単位を修得し，かつ，学

位論文を提出した者について行う。 

２ 学位論文の提出及び最終試験の期日は，あらかじめ指示する。 

 （学位） 

第２０条の２ 教職実践専攻を修了した者には，教職修士（専門職）の学位を授与する。 

第２０条の３ 教育科学専攻を修了した者には，修士の学位を授与する。 

２ 学位に付記する専攻分野の名称は，教育学とする。 

 （科目等履修生） 

第２１条 本学大学院の学生以外の者で，研究科の授業科目の履修を志願する者があると

きは，選考の上，科目等履修生として入学を許可することがある。 

２ 科目等履修生の取扱いについては，別に定める。 

 （特別聴講学生） 

第２２条 他大学（外国の大学を含む。）の大学院の学生で研究科の授業科目の履修を志

願する者は，所定の願書を添え，当該大学の大学院を経て，研究科長に願い出なければ

ならない。 

 （研究生） 

第２３条 研究科において特定の事項について研究を希望する者があるときは，教授会に

おいて選考のうえ，研究生として入学を許可することがある。 

２ 前項により入学できる者は，大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者

でなければならない。 

 （特別研究学生） 

第２３条の２ 他大学（外国の大学院を含む。）の大学院等の学生で，研究科の特別研究

学生として研究指導を受けることを志願する者があるときは，当該大学等との協議に基

づき，許可することがある。 

２ 前項により入学できる者は，大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者で

なければならない。 

 （教育職員免許状） 

第２４条 研究科において，免許状授与の所要資格を得ることができる免許状の種類は，

別表３に掲げるとおりとする。 

２ 前項の所要資格を得ようとする者は，教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）

及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）の定めるところにより所

定の単位を修得しなければならない。 

 （雑則） 

第２５条 この規程に定めるもののほか，研究科に関する必要な事項は，教授会が定める。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

２ 平成１５年度以前の入学者については，岡山大学教育学研究科規程等を廃止する規程
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（平成１６年岡大院教規程第１号）により廃止される岡山大学教育学研究科規程（昭和

５５年岡山大学教育学研究科規程第１号）の例による。 

   附 則 

 この規程は，平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の別表１及び別表２の規定にかかわらず，平成１８年度以前の入学者について

は，なお，従前の例による。 

   附 則 

１ この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

 この規程は，平成２０年１０月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は，平成２１年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

 この規程は，平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

３ 平成２０年度及び平成２１年度の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学

研究科規程第１１条の２第３項，第１５条第４項，第１８条の２第２項，第３項及び別

表第２の規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

 この規程は，平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ 平成２６年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

      附 則 

１ この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２７年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

  この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 

   附 則 

  この規程は，平成２９年７月２７日から施行する。 
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   附 則 

１ この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

１ この規程は，平成３０年４月２７日から施行し，平成３０年度入学生より適用する。 

２ 平成２９年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

１ この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

２ 平成２９年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の

規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

３ 平成３０年度の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程第１８

条の２第１項の規定にかかわらず，なお，従前の例による。 

附 則 

１ この規程は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和元年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の規

定にかかわらず，なお，従前の例による。 

   附 則 

  この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和３年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の規

定にかかわらず，なお，従前の例による。 

附 則 

１ この規程は，令和５年４月１日から施行する。 

２ 令和４年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の規

定にかかわらず，なお，従前の例による。 

附 則 

 この規程は，令和５年７月２７日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，令和６年４月１日から施行する。 

２ 令和５年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科規程の規

定にかかわらず，なお，従前の例による。 
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別表１ 授業科目 
(1) 教職実践専攻 

科目区分 授  業  科  目 単位 
共通科目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育課程編成の実践と課題Ⅰ 
教育課程編成の実践と課題Ⅱ 
特色あるカリキュラムの開発Ⅰ 
特色あるカリキュラムの開発Ⅱ 
教材開発と授業デザインⅠ 
教材開発と授業デザインⅡ 
授業の指導計画と学習開発Ⅰ 
授業の指導計画と学習開発Ⅱ 
生徒指導と学校カウンセリングの実践と課題Ⅰ 
生徒指導と学校カウンセリングの実践と課題Ⅱ 
特別支援教育の実践と課題Ⅰ 
特別支援教育の実践と課題Ⅱ 
学級・学年・学校経営の実践と課題Ⅰ 
学級・学年・学校経営の実践と課題Ⅱ 
学校保健・学校安全とリスクマネジメントⅠ 
学校保健・学校安全とリスクマネジメントⅡ 
学校教育の役割と教員の職能開発Ⅰ 
学校教育の役割と教員の職能開発Ⅱ 
学校とコミュニティⅠ 
学校とコミュニティⅡ 
教科・領域を横断した学びのデザイン（ＥＳＤ） 
教育実践研究の方法Ⅰ 
教育実践研究の方法Ⅱ 
教育実践論Ⅰ（カリキュラム） 
教育実践論Ⅱ（カリキュラム） 
教育実践論Ⅰ（マネジメント） 
教育実践論Ⅱ（マネジメント） 
教育実践論Ⅰ（地域協働） 
教育実践論Ⅱ（地域協働） 
教育実践論Ⅰ（特別支援教育） 
教育実践論Ⅱ（特別支援教育） 
教育実践論Ⅰ（養護教育） 
教育実践論Ⅱ（養護教育） 
教育実践論Ⅰ（国語科教育） 
教育実践論Ⅱ（国語科教育） 
教育実践論Ⅰ（社会科，地理歴史科・公民科教育） 
教育実践論Ⅱ（社会科，地理歴史科・公民科教育） 
教育実践論Ⅰ（算数科，数学科教育） 
教育実践論Ⅱ（算数科，数学科教育） 
教育実践論Ⅰ（理科教育） 
教育実践論Ⅱ（理科教育） 
教育実践論Ⅰ（音楽科教育） 
教育実践論Ⅱ（音楽科教育） 
教育実践論Ⅰ（図画工作科，美術工芸科教育） 
教育実践論Ⅱ（図画工作科，美術工芸科教育） 
教育実践論Ⅰ（保健・体育科教育） 
教育実践論Ⅱ（保健・体育科教育） 
教育実践論Ⅰ（技術科教育） 
教育実践論Ⅱ（技術科教育） 
教育実践論Ⅰ（家庭科教育） 
教育実践論Ⅱ（家庭科教育） 
教育実践論Ⅰ（外国語（英語）科教育） 
教育実践論Ⅱ（外国語（英語）科教育） 
教育実践論Ⅰ（学習と発達） 
教育実践論Ⅱ（学習と発達） 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

選択科目 授業アセスメント技術とその応用Ａ １ 
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授業アセスメント技術とその応用Ｂ 
指導と評価の理論と実践 
教科の理念と原理Ⅰ（国語科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（国語科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（社会科，地理歴史科・公民科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（社会科，地理歴史科・公民科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（算数科，数学科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（算数科，数学科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（理科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（理科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（音楽科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（音楽科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（図画工作科，美術工芸科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（図画工作科，美術工芸科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（保健・体育科体育） 
教科の理念と原理Ⅱ（保健・体育科体育） 
教科の理念と原理Ⅰ（技術科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（技術科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（家庭科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（家庭科教育） 
教科の理念と原理Ⅰ（外国語（英語）科教育） 
教科の理念と原理Ⅱ（外国語（英語）科教育） 
学校保健の理念と原理Ⅰ 
学校保健の理念と原理Ⅱ 
特別支援教育の理念と原理Ⅰ 
特別支援教育の理念と原理Ⅱ 
授業デザインの基礎・基本Ａ 
授業デザインの基礎・基本Ｂ 
道徳科の理論と実践Ａ 
道徳科の理論と実践Ｂ 
子ども分析と学級経営Ａ 
子ども分析と学級経営Ｂ 
生徒指導と発達支援教育Ａ 
生徒指導と発達支援教育Ｂ 
通常学級・特別支援学級の授業づくり・学級づくりＡ 
通常学級・特別支援学級の授業づくり・学級づくりＢ 
特別支援教育コーディネーター実践論Ａ 
特別支援教育コーディネーター実践論Ｂ 
スクールリーダーと組織開発Ａ 
スクールリーダーと組織開発Ｂ 
学校経営戦略と評価Ａ 
学校経営戦略と評価Ｂ 
教育法規の理論と実務演習Ａ 
教育法規の理論と実務演習Ｂ 
学校改善と職能成長を導く校内研修のデザインとマネジメントＡ 
学校改善と職能成長を導く校内研修のデザインとマネジメントＢ 
学校におけるＩＣＴ活用 
小学校英語の理論と実践Ａ 
小学校英語の理論と実践Ｂ 
教育実践演習Ａ 
教育実践演習Ｂ 
教育実践演習Ｃ 
教育実践演習Ｄ 
教育実践研究Ⅰ（課題発見） 
教育実践研究Ⅱ（課題解決） 
教育実践特別研究（課題探究）カリキュラム 
教育実践特別研究（課題探究）マネジメント 
教育実践特別研究（課題探究）地域協働 
教育実践特別研究（課題探究）特別支援教育 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
６ 
４ 
４ 
２ 
２ 
２ 
４ 
４ 
４ 
４ 
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教育実践特別研究（課題探究）養護教育 
教育実践特別研究（課題探究）国語科教育 
教育実践特別研究（課題探究）社会科，地理歴史科・公民科教育 
教育実践特別研究（課題探究）算数科，数学科教育 
教育実践特別研究（課題探究）理科教育 
教育実践特別研究（課題探究）音楽科教育 
教育実践特別研究（課題探究）図画工作科，美術工芸科教育 
教育実践特別研究（課題探究）保健・体育科教育 
教育実践特別研究（課題探究）技術科教育 
教育実践特別研究（課題探究）家庭科教育 
教育実践特別研究（課題探究）外国語（英語）科教育 
教育実践特別研究（課題探究）学習と発達 
教育実践研究Ⅰ（課題分析） 
教育実践研究Ⅱ（課題提案） 
教育実践特別研究（課題検証）カリキュラム 
教育実践特別研究（課題検証）マネジメント 
教育実践特別研究（課題検証）地域協働 
教育実践特別研究（課題検証）特別支援教育 
教育実践特別研究（課題検証）養護教育 
教育実践特別研究（課題検証）国語科教育 
教育実践特別研究（課題検証）社会科，地理歴史科・公民科教育 
教育実践特別研究（課題検証）算数科，数学科教育 
教育実践特別研究（課題検証）理科教育 
教育実践特別研究（課題検証）音楽科教育 
教育実践特別研究（課題検証）図画工作科，美術工芸科教育 
教育実践特別研究（課題検証）保健・体育科教育 
教育実践特別研究（課題検証）技術科教育 
教育実践特別研究（課題検証）家庭科教育 
教育実践特別研究（課題検証）外国語（英語）科教育 
教育実践特別研究（課題検証）学習と発達 

４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
２ 
２ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 
４ 

学校における実習
科目 
 
 
 
 
 
 
 

課題発見実習 
課題解決実習 
課題探究実習 
課題分析実習 
課題検証実習 
教育実践特別実習Ａ 
教育実践特別実習Ｂ 
教育実践特別実習Ｃ 
教育実践特別実習Ｄ 

３ 
５ 
２ 
４ 
６ 
４ 
４ 
２ 
２ 
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 (2) 教育科学専攻 

科目区分 授  業  科  目 単位 

研究科共通科目 教育科学の理念と今日的課題Ａ １ 

大学院共通科目 リーダーシップとＳＤＧｓ 
教育科学プロジェクト研究概論 

２ 
１ 

プログラム専門科目 
（課題解決型科目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育科学の理念と今日的課題Ｂ 
教育科学研究の方法（研究・研修上の倫理，法規，行政） 
教育科学研究の方法（調査法，実験法） 
教育科学研究の方法（教育科学とＩＣＴ） 
教育科学研究の方法（教育と地域・起業） 
教育実地展開概論（教育と地域創生） 
教育実地展開概論（家庭生活と教育の多様性） 
教育実地展開概論（ＥＳＤ） 
教育実地展開概論（国際教育比較） 
教育実地展開概論（教育のグローバル化） 
ＰＢＬⅠ 
ＰＢＬⅡ 
ＰＢＬⅢ 
発達支援研究特論Ⅰ（発達基礎科学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅰ（発達基礎科学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅱ（発達支援の方法論Ａ） 
発達支援研究特論Ⅱ（発達支援の方法論Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅲ（幼児教育学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅲ（幼児教育学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅲ（特別支援教育学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅲ（特別支援教育学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅲ（養護実践学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅲ（養護実践学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅳ（保育内容学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅳ（保育内容学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅳ（特別支援実践学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅳ（特別支援実践学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅳ（学校保健医科学Ａ） 
発達支援研究特論Ⅳ（学校保健医科学Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅴ（幼児教育実践研究Ａ） 
発達支援研究特論Ⅴ（幼児教育実践研究Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅴ（特別支援教育実践研究Ａ） 
発達支援研究特論Ⅴ（特別支援教育実践研究Ｂ） 
発達支援研究特論Ⅴ（特別支援教育実践研究Ｃ） 
発達支援研究特論Ⅴ（特別支援教育実践研究Ｄ） 
発達支援研究特論Ⅴ（養護教育実践研究Ａ） 
発達支援研究特論Ⅴ（養護教育実践研究Ｂ） 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

プログラム専門科目 
（講義・演習科目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育哲学特論ⅠＡ 
教育哲学特論ⅠＢ 
教育哲学特論ⅡＡ 
教育哲学特論ⅡＢ 
教育哲学特論演習Ａ 
教育哲学特論演習Ｂ 
日本教育史特論ⅠＡ 
日本教育史特論ⅠＢ 
日本教育史特論ⅡＡ 
日本教育史特論ⅡＢ 
日本教育史特論演習Ａ 
日本教育史特論演習Ｂ 
西洋教育史特論ⅠＡ 
西洋教育史特論ⅠＢ 
西洋教育史特論ⅡＡ 
西洋教育史特論ⅡＢ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
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西洋教育史特論演習Ａ 
西洋教育史特論演習Ｂ 
学習心理学特論ⅠＡ 
学習心理学特論ⅠＢ 
学習心理学特論ⅡＡ 
学習心理学特論ⅡＢ 
学習心理学特論演習Ａ 
学習心理学特論演習Ｂ 
教育臨床心理学特論Ａ 
教育臨床心理学特論Ｂ 
生徒指導特論Ａ 
生徒指導特論Ｂ 
生徒指導特論演習Ａ 
生徒指導特論演習Ｂ 
教育評価法特論ⅠＡ 
教育評価法特論ⅠＢ 
教育評価法特論ⅡＡ 
教育評価法特論ⅡＢ 
教育評価法特論演習Ａ 
教育評価法特論演習Ｂ 
児童心理学特論ⅠＡ 
児童心理学特論ⅠＢ 
青年心理学特論ⅠＡ 
青年心理学特論ⅠＢ 
児童心理学特論ⅡＡ 
児童心理学特論ⅡＢ 
児童心理学特論演習Ａ 
児童心理学特論演習Ｂ 
青年心理学特論ⅡＡ 
青年心理学特論ⅡＢ 
青年心理学特論演習Ａ 
青年心理学特論演習Ｂ 
進路指導特論Ａ 
進路指導特論Ｂ 
教育制度特論Ａ 
教育制度特論Ｂ 
社会教育学特論Ａ 
社会教育学特論Ｂ 
教育社会学特論ⅠＡ 
教育社会学特論ⅠＢ 
教育社会学特論ⅡＡ 
教育社会学特論ⅡＢ 
教育社会学特論演習Ａ 
教育社会学特論演習Ｂ 
教育方法学特論ⅠＡ 
教育方法学特論ⅠＢ 
教育方法学特論ⅡＡ 
教育方法学特論ⅡＢ 
教育方法学特論演習Ａ 
教育方法学特論演習Ｂ 
教育組織特論 
教育組織特論演習 
学校社会学特論ⅠＡ 
学校社会学特論ⅠＢ 
学校社会学特論ⅡＡ 
学校社会学特論ⅡＢ 
教育科学特論（国語科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（国語科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（国語科教育学ⅡＡ） 
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教育科学特論（国語科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（国語学ⅠＡ） 
教育科学特論（国語学ⅠＢ） 
教育科学特論（国語学ⅡＡ） 
教育科学特論（国語学ⅡＢ） 
教育科学特論（近代文学ⅠＡ） 
教育科学特論（近代文学ⅠＢ） 
教育科学特論（近代文学ⅡＡ） 
教育科学特論（近代文学ⅡＢ） 
教育科学特論（漢文学ⅠＡ） 
教育科学特論（漢文学ⅠＢ） 
教育科学特論（漢文学ⅡＡ） 
教育科学特論（漢文学ⅡＢ） 
教育科学特論（社会科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（社会科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（社会科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（社会科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（社会科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（社会科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（社会科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（社会科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（日本史ⅠＡ） 
教育科学特論（日本史ⅠＢ） 
教育科学特論演習（日本史ⅠＡ） 
教育科学特論演習（日本史ⅠＢ） 
教育科学特論（日本史ⅡＡ） 
教育科学特論（日本史ⅡＢ） 
教育科学特論演習（日本史ⅡＡ） 
教育科学特論演習（日本史ⅡＢ） 
教育科学特論（世界史ⅠＡ） 
教育科学特論（世界史ⅠＢ） 
教育科学特論演習（世界史ⅠＡ） 
教育科学特論演習（世界史ⅠＢ） 
教育科学特論（世界史ⅡＡ） 
教育科学特論（世界史ⅡＢ） 
教育科学特論演習（世界史ⅡＡ） 
教育科学特論演習（世界史ⅡＢ） 
教育科学特論（人文地理学ⅠＡ） 
教育科学特論（人文地理学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（人文地理学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（人文地理学ⅠＢ） 
教育科学特論（人文地理学ⅡＡ） 
教育科学特論（人文地理学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（人文地理学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（人文地理学ⅡＢ） 
教育科学特論（自然地理学ⅠＡ） 
教育科学特論（自然地理学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（自然地理学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（自然地理学ⅠＢ） 
教育科学特論（自然地理学ⅡＡ） 
教育科学特論（自然地理学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（自然地理学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（自然地理学ⅡＢ） 
教育科学特論（政治学ⅠＡ） 
教育科学特論（政治学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（政治学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（政治学ⅠＢ） 
教育科学特論（政治学ⅡＡ） 
教育科学特論（政治学ⅡＢ） 
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教育科学特論演習（政治学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（政治学ⅡＢ） 
教育科学特論（法学ⅠＡ） 
教育科学特論（法学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（法学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（法学ⅠＢ） 
教育科学特論（法学ⅡＡ） 
教育科学特論（法学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（法学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（法学ⅡＢ） 
教育科学特論（経済学ⅠＡ） 
教育科学特論（経済学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（経済学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（経済学ⅠＢ） 
教育科学特論（経済学ⅡＡ） 
教育科学特論（経済学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（経済学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（経済学ⅡＢ） 
教育科学特論（倫理学ⅠＡ） 
教育科学特論（倫理学ⅠＢ） 
教育科学特論（倫理学ⅡＡ） 
教育科学特論（倫理学ⅡＢ） 
教育科学特論（数学科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（数学科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（数学科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（数学科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（代数学ⅠＡ） 
教育科学特論（代数学ⅠＢ） 
教育科学特論（代数学ⅡＡ） 
教育科学特論（代数学ⅡＢ） 
教育科学特論（代数学ⅢＡ） 
教育科学特論（代数学ⅢＢ） 
教育科学特論（代数学ⅣＡ） 
教育科学特論（代数学ⅣＢ） 
教育科学特論（幾何学ⅠＡ） 
教育科学特論（幾何学ⅠＢ） 
教育科学特論（幾何学ⅡＡ） 
教育科学特論（幾何学ⅡＢ） 
教育科学特論（解析学ⅠＡ） 
教育科学特論（解析学ⅠＢ） 
教育科学特論（解析学ⅡＡ） 
教育科学特論（解析学ⅡＢ） 
教育科学特論（解析学ⅢＡ） 
教育科学特論（解析学ⅢＢ） 
教育科学特論（解析学ⅣＡ） 
教育科学特論（解析学ⅣＢ） 
教育科学特論演習（数学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（数学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（数学ⅠＣ） 
教育科学特論演習（数学ⅠＤ） 
教育科学特論演習（数学ⅠＥ） 
教育科学特論演習（数学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（数学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（数学ⅡＣ） 
教育科学特論演習（数学ⅡＤ） 
教育科学特論演習（数学ⅡＥ） 
教育科学特論（理科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（理科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（理科教育学ⅡＡ） 
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教育科学特論（理科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（理科教育学Ａ） 
教育科学特論演習（理科教育学Ｂ） 
教育科学特論（物理学ⅠＡ） 
教育科学特論（物理学ⅠＢ） 
教育科学特論（物理学ⅡＡ） 
教育科学特論（物理学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（物理学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（物理学ⅡＢ） 
教育科学特論（物理学ⅢＡ） 
教育科学特論（物理学ⅢＢ） 
教育科学特論（物理学ⅣＡ） 
教育科学特論（物理学ⅣＢ） 
教育科学特論演習（物理学ⅢＡ） 
教育科学特論演習（物理学ⅢＢ） 
教育科学特論（有機化学ⅠＡ） 
教育科学特論（有機化学ⅠＢ） 
教育科学特論（有機化学ⅡＡ） 
教育科学特論（有機化学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（分析化学Ａ） 
教育科学特論演習（分析化学Ｂ） 
教育科学特論（無機化学Ａ） 
教育科学特論（無機化学Ｂ） 
教育科学特論演習（無機化学Ａ） 
教育科学特論演習（無機化学Ｂ） 
教育科学特論（物理化学Ａ） 
教育科学特論（物理化学Ｂ） 
教育科学特論演習（物理化学Ａ） 
教育科学特論演習（物理化学Ｂ） 
教育科学特論（生物化学ⅠＡ） 
教育科学特論（生物化学ⅠＢ） 
教育科学特論（生物化学ⅡＡ） 
教育科学特論（生物化学ⅡＢ） 
教育科学特論（動物学ⅠＡ） 
教育科学特論（動物学ⅠＢ） 
教育科学特論（動物学ⅡＡ） 
教育科学特論（動物学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（動物学Ａ） 
教育科学特論演習（動物学Ｂ） 
教育科学特論（植物学ⅠＡ） 
教育科学特論（植物学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（植物学Ａ） 
教育科学特論演習（植物学Ｂ） 
教育科学特論（植物学ⅡＡ） 
教育科学特論（植物学ⅡＢ） 
教育科学特論（固体地球科学Ａ） 
教育科学特論（固体地球科学Ｂ） 
教育科学特論演習（固体地球科学Ａ） 
教育科学特論演習（固体地球科学Ｂ） 
教育科学特論（流体地球科学ⅠＡ） 
教育科学特論（流体地球科学ⅠＢ） 
教育科学特論（流体地球科学ⅡＡ） 
教育科学特論（流体地球科学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（流体地球科学Ａ） 
教育科学特論演習（流体地球科学Ｂ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅡＢ） 
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教育科学特論（音楽科教育学ⅢＡ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅢＢ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅣＡ） 
教育科学特論（音楽科教育学ⅣＢ） 
教育科学特論（声楽ⅠＡ） 
教育科学特論（声楽ⅠＢ） 
教育科学特論（声楽ⅡＡ） 
教育科学特論（声楽ⅡＢ） 
教育科学特論（器楽ⅠＡ） 
教育科学特論（器楽ⅠＢ） 
教育科学特論（器楽ⅡＡ） 
教育科学特論（器楽ⅡＢ） 
教育科学特論（器楽ⅢＡ） 
教育科学特論（器楽ⅢＢ） 
教育科学特論（器楽ⅣＡ） 
教育科学特論（器楽ⅣＢ） 
教育科学特論（音楽学ⅠＡ） 
教育科学特論（音楽学ⅠＢ） 
教育科学特論（音楽学ⅡＡ） 
教育科学特論（音楽学ⅡＢ） 
教育科学特論（作曲法ⅠＡ） 
教育科学特論（作曲法ⅠＢ） 
教育科学特論（作曲法ⅡＡ） 
教育科学特論（作曲法ⅡＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅢＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅢＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅣＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅣＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅤＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅤＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅥＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅥＢ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅦＡ） 
教育科学特論（美術科教育学ⅦＢ） 
教育科学特論（絵画ⅠＡ） 
教育科学特論（絵画ⅠＢ） 
教育科学特論（絵画ⅡＡ） 
教育科学特論（絵画ⅡＢ） 
教育科学特論（彫刻ⅠＡ） 
教育科学特論（彫刻ⅠＢ） 
教育科学特論（彫刻ⅡＡ） 
教育科学特論（彫刻ⅡＢ） 
教育科学特論（デザインⅠＡ） 
教育科学特論（デザインⅠＢ） 
教育科学特論（デザインⅡＡ） 
教育科学特論（デザインⅡＢ） 
教育科学特論（工芸ⅠＡ） 
教育科学特論（工芸ⅠＢ） 
教育科学特論（工芸ⅡＡ） 
教育科学特論（工芸ⅡＢ） 
教育科学特論演習（工芸Ａ） 
教育科学特論演習（工芸Ｂ） 
教育科学特論（平面造形ⅠＡ） 
教育科学特論（平面造形ⅠＢ） 
教育科学特論（平面造形ⅡＡ） 
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教育科学特論（平面造形ⅡＢ） 
教育科学特論（立体造形ⅠＡ） 
教育科学特論（立体造形ⅠＢ） 
教育科学特論（立体造形ⅡＡ） 
教育科学特論（立体造形ⅡＢ） 
教育科学特論（立体造形ⅢＡ） 
教育科学特論（立体造形ⅢＢ） 
教育科学特論（美術理論・美術史Ａ） 
教育科学特論（美術理論・美術史Ｂ） 
教育科学特論（美術理論・鑑賞Ａ） 
教育科学特論（美術理論・鑑賞Ｂ） 
教育科学特論（保健体育科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（保健体育科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（保健体育科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（保健体育科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（体育学Ａ） 
教育科学特論（体育学Ｂ） 
教育科学特論演習（体育学Ａ） 
教育科学特論演習（体育学Ｂ） 
教育科学特論（運動学ⅠＡ） 
教育科学特論（運動学ⅠＢ） 
教育科学特論演習（運動学ⅠＡ） 
教育科学特論演習（運動学ⅠＢ） 
教育科学特論（運動学ⅡＡ） 
教育科学特論（運動学ⅡＢ） 
教育科学特論演習（運動学ⅡＡ） 
教育科学特論演習（運動学ⅡＢ） 
教育科学特論（運動学ⅢＡ） 
教育科学特論（運動学ⅢＢ） 
教育科学特論演習（運動学ⅢＡ） 
教育科学特論演習（運動学ⅢＢ） 
教育科学特論（学校保健学Ａ） 
教育科学特論（学校保健学Ｂ） 
教育科学特論演習（学校保健学Ａ） 
教育科学特論演習（学校保健学Ｂ） 
教育科学特論（技術科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（技術科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（技術科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（技術科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（木材加工ⅠＡ） 
教育科学特論（木材加工ⅠＢ） 
教育科学特論（木材加工ⅡＡ） 
教育科学特論（木材加工ⅡＢ） 
教育科学特論（機械ⅠＡ） 
教育科学特論（機械ⅠＢ） 
教育科学特論（機械ⅡＡ） 
教育科学特論（機械ⅡＢ） 
教育科学特論（電気ⅠＡ） 
教育科学特論（電気ⅠＢ） 
教育科学特論（電気ⅡＡ） 
教育科学特論（電気ⅡＢ） 
教育科学特論（情報ⅠＡ） 
教育科学特論（情報ⅠＢ） 
教育科学特論（情報ⅡＡ） 
教育科学特論（情報ⅡＢ） 
教育科学特論（家庭科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（家庭科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（家庭経営学Ａ） 
教育科学特論（家庭経営学Ｂ） 
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教育科学特論（家族関係学ⅠＡ） 
教育科学特論（家族関係学ⅠＢ） 
教育科学特論（家族関係学ⅡＡ） 
教育科学特論（家族関係学ⅡＢ） 
教育科学特論（食物科学ⅠＡ） 
教育科学特論（食物科学ⅠＢ） 
教育科学特論（食物科学ⅡＡ） 
教育科学特論（食物科学ⅡＢ） 
教育科学特論（食物科学ⅢＡ） 
教育科学特論（食物科学ⅢＢ） 
教育科学特論（被服科学ⅠＡ） 
教育科学特論（被服科学ⅠＢ） 
教育科学特論（被服科学ⅡＡ） 
教育科学特論（被服科学ⅡＢ） 
教育科学特論実験（被服科学Ａ） 
教育科学特論実験（被服科学Ｂ） 
教育科学特論（住居学ⅠＡ） 
教育科学特論（住居学ⅠＢ） 
教育科学特論（住居学ⅡＡ） 
教育科学特論（住居学ⅡＢ） 
教育科学特論（英語科教育学ⅠＡ） 
教育科学特論（英語科教育学ⅠＢ） 
教育科学特論（英語科教育学ⅡＡ） 
教育科学特論（英語科教育学ⅡＢ） 
教育科学特論（英語学ⅠＡ） 
教育科学特論（英語学ⅠＢ） 
教育科学特論（英語学ⅡＡ） 
教育科学特論（英語学ⅡＢ） 
教育科学特論（英語学ⅢＡ） 
教育科学特論（英語学ⅢＢ） 
教育科学特論（英語学ⅣＡ） 
教育科学特論（英語学ⅣＢ） 
教育科学特論（英語コミュニケーションⅠＡ） 
教育科学特論（英語コミュニケーションⅠＢ） 
教育科学特論（英語コミュニケーションⅡＡ） 
教育科学特論（英語コミュニケーションⅡＢ） 
教育科学特論（英米文学ⅠＡ） 
教育科学特論（英米文学ⅠＢ） 
教育科学特論（英米文学ⅡＡ） 
教育科学特論（英米文学ⅡＢ） 
ＰＢＬ特論Ⅰ 
ＰＢＬ特論Ⅱ 
ＰＢＬ特論Ⅲ 
ＰＢＬ特論Ⅳ 
ＰＢＬ特論Ⅴ 
ＰＢＬ特論Ⅵ 
ＰＢＬ特論Ⅶ 
ＰＢＬ特論Ⅷ 
保育内容特論（造形表現Ａ） 
保育内容特論（造形表現Ｂ） 
保育内容特論演習（造形表現Ａ） 
保育内容特論演習（造形表現Ｂ） 
保育内容特論（健康Ａ） 
保育内容特論（健康Ｂ） 
保育内容特論演習（健康Ａ） 
保育内容特論演習（健康Ｂ） 
保育内容特論（人間関係Ａ） 
保育内容特論（人間関係Ｂ） 
保育内容特論演習（人間関係Ａ） 
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保育内容特論演習（人間関係Ｂ） 
幼児教育学特論Ａ 
幼児教育学特論Ｂ 
幼児教育学特論演習Ａ 
幼児教育学特論演習Ｂ 
幼児心理学特論Ａ 
幼児心理学特論Ｂ 
幼児心理学特論演習Ａ 
幼児心理学特論演習Ｂ 
特別支援教育学演習Ａ 
特別支援教育学演習Ｂ 
特別支援実践学演習Ａ 
特別支援実践学演習Ｂ 
特別支援授業論特論Ａ 
特別支援授業論特論Ｂ 
特別支援心理学特論Ａ 
特別支援心理学特論Ｂ 
特別支援心理学演習Ａ 
特別支援心理学演習Ｂ 
特別支援病理学特論Ａ 
特別支援病理学特論Ｂ 
特別支援病理学演習Ａ 
特別支援病理学演習Ｂ 
特別支援教育臨床特論Ａ 
特別支援教育臨床特論Ｂ 
特別支援教育総合演習Ａ 
特別支援教育総合演習Ｂ 
特別支援教育総合演習Ｃ 
特別支援教育総合演習Ｄ 
養護実践学特論（養護教諭論Ａ） 
養護実践学特論（養護教諭論Ｂ） 
養護実践学特論演習（養護教諭論Ａ） 
養護実践学特論演習（養護教諭論Ｂ） 
養護実践学特論（養護実践論Ａ） 
養護実践学特論（養護実践論Ｂ） 
養護実践学特論演習（養護実践論Ａ） 
養護実践学特論演習（養護実践論Ｂ） 
養護実践学特論（学校保健学Ａ） 
養護実践学特論（学校保健学Ｂ） 
養護実践学特論演習（学校保健学Ａ） 
養護実践学特論演習（学校保健学Ｂ） 
養護実践学特論（健康教育Ａ） 
養護実践学特論（健康教育Ｂ） 
養護実践学特論演習（健康教育Ａ） 
養護実践学特論演習（健康教育Ｂ） 
学校保健医科学特論（健康科学Ａ） 
学校保健医科学特論（健康科学Ｂ） 
学校保健医科学特論演習（健康科学Ａ） 
学校保健医科学特論演習（健康科学Ｂ） 
学校保健医科学特論（環境と健康Ａ） 
学校保健医科学特論（環境と健康Ｂ） 
学校保健医科学特論演習（環境と健康Ａ） 
学校保健医科学特論演習（環境と健康Ｂ） 
学校保健医科学特論（小児保健Ａ） 
学校保健医科学特論（小児保健Ｂ） 
学校保健医科学特論演習（小児保健Ａ） 
学校保健医科学特論演習（小児保健Ｂ） 
学校保健医科学特論（学校看護学Ａ） 
学校保健医科学特論（学校看護学Ｂ） 
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学校保健医科学特論演習（学校看護学Ａ） 
学校保健医科学特論演習（学校看護学Ｂ） 
グローバル・プレゼンテーション１ 
グローバル・プレゼンテーション２ 

１ 
１ 
１ 
１ 

大学院共通科目 
（課題研究） 

教育科学課題研究                                       
  

４ 

 
 

−  47 −



別表２  履修基準単位数 

(1) 専門職学位課程 

科目区分 

専攻 

 

共通科目 

 

 

選択科目
 

 

 

学校における 

実習科目   

 

計
 

 

  

 

 

 

 

 

教職実践専攻 

 

 

２６ 

 

 

１０ 

 

 

１０ 

 

 

４６ 

 

 

(2)－１ 修士課程（第１１条第２項関係） 

科目区分 

専攻 

 

研究科共通科目
 

 

 

大学院共通科目
 

  

プログラム 

専門科目
 

 

大学院共通科目

（課題研究）
 

 

計
 

 

 

 

 

 

 

課題解決型

科目 

講義・演習 

科目 

 

教育科学専攻 

 

 

 １ 

 

 

３ 

 

 

１０ 

 

１６ 

 

 ４ 

 

 

３４ 

 

 

(2)－２ 修士課程（第１１条第３項関係） 

科目区分 

専攻 

 

研究科共通科目
 

 

 

大学院共通科目
 

  

プログラム 

専門科目
 

 

大学院共通科目

（課題研究）
 

 

計
 

 

 

 

 

 

 

課題解決型

科目 

講義・演習 

科目 

 

教育科学専攻 

 

 

 ３０ 

 

 ４ 

 

 

３４ 

 

 
 
別表３ 教育職員免許状の種類 

専     攻 免 許 状 の 種 類 免 許 教 科 等 

教職実践専攻 

 

 

 

幼稚園教諭専修免許状  

小学校教諭専修免許状  

中学校教諭専修免許状 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，

保健体育，保健，技術，家庭，英語 

高等学校教諭専修免許状 

 
国語，書道，地理歴史，公民，数学，

理科，音楽，美術，工芸，保健体育，

保健，家庭，英語  

養護教諭専修免許状                           

教育科学専攻 

 

 

 

 

幼稚園教諭専修免許状  

小学校教諭専修免許状  

中学校教諭専修免許状 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，

保健体育，保健，技術，家庭，英語 

高等学校教諭専修免許状 国語，書道，地理歴史，公民，数学，

理科，音楽，美術，工芸，保健体育，

保健，家庭，英語  

特別支援学校教諭専修免

許状 

知的障害者，肢体不自由者，病弱者 

 

養護教諭専修免許状  
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